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「
応
用
科
学
研
究
所
の
１
０
０

周
年
」
に
つ
い
て
の
紹
介

木
村　

磐
根

（
昭
30
年
卒
）

百
万
遍
の
交
差
点
か
ら
北
へ
約
50
m

ほ
ど
の
最
初
の
信
号
を
左
折
し
、
更
に

１
５
０
m
ほ
ど
行
く
と
右
側
に
〝
公
益

財
団
法
人
応
用
科
学
研
究
所
〞
と
い
う

看
板
が
見
え
る
。
研
究
所
と
い
う
と
鉄

筋
の
高
層
ビ
ル
を
連
想
す
る
方
に
は
、

中
小
企
業
の
工
場
（
こ
う
ば
）
と
い
う

印
象
を
受
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
こ
の
研
究
所
が
創
設
後
１
０
０

年
と
い
う
長
い
歴
史
を
持
ち
、
京
都
帝

国
大
学
電
気
工
学
科
の
創
設
の
歴
史
と

も
深
く
か
か
わ
る
研
究
所
で
あ
る
こ
と

を
知
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
こ
の
研
究
所
が
平
成
29
年
11
月
11

日
に
、
創
設
か
ら
１
０
０
年
を
経
過
し

た
記
念
の
催
し
を
行
い
、
そ
の
歴
史
を

ま
と
め
た
記
念
誌
も
作
成
し
た
の
で
、

特
に
電
気
関
係
の
学
科
で
学
ん
だ
卒
業

生
の
方
々
に
ご
紹
介
を
し
た
い
。

筆
者
は
昭
和
30
年
に
京
都
大
学
電
気

工
学
科
を
卒
業
し
た
。
在
学
中
の
昭
和

27
年
に
電
気
工
学
科
の
卒
業
生
の
同
窓

会
〝
洛
友
会
〞
が
創
設
さ
れ
、
電
気
工

学
科
で
教
授
を
さ
れ
、
昭
和
20
年
か
ら

26
年
ま
で
京
都
大
学
総
長
も
さ
れ
た
鳥

養
利
三
郎
先
生
が
初
代
会
長
を
務
め
ら

れ
た
。
そ
の
当
時
先
ほ
ど
述
べ
た
応
用

科
学
研
究
所
の
第
2
代
目
の
理
事
長
を

務
め
ら
れ
て
い
た
の
が
鳥
養
利
三
郎
先

生
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
洛
友
会
の
事

務
局
が
応
用
科
学
研
究
所
に
設
置
さ

れ
、
平
成
18
年
ま
で
55
年
間
洛
友
会
の

会
報
、
名
簿
等
が
作
ら
れ
、
同
窓
生
の

皆
さ
ん
に
お
送
り
し
て
い
た
の
は
こ
の

研
究
所
か
ら
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
平
成

18
年
頃
ま
で
の
卒
業
生
の
方
々
に
は
こ

の
研
究
所
の
名
前
だ
け
は
ご
記
憶
頂
い

て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
研
究
所
の
所

在
地
と
組
織
、
研
究
内
容
等
に
つ
い
て

ご
存
知
の
方
は
意
外
に
少
な
い
よ
う
に

思
っ
て
い
る
。
現
在
同
研
究
所
の
代
表

理
事
の
一
人
で
も
あ
る
筆
者
が
そ
の
概

略
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
し

た
。１

０
０
年
前
と
い
う
と
大
正
6
年
で

あ
る
か
ら
、
電
気
工
学
科
の
創
設
時
期

明
治
31
年
か
ら
は
20
年
後
で
あ
る
。
京

都
帝
国
大
学
の
創
設
時
に
は
東
京
帝
国

大
学
が
明
治
時
代
の
唯
一
の
大
学
で

あ
っ
た
た
め
、
そ
の
大
学
の
電
気
工
学

科
を
こ
の
年
に
卒
業
さ
れ
た
青
柳
栄
司

氏
が
京
都
帝
国
大
学
電
気
工
学
科
の
助

教
授
に
就
任
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
か
ら

2
年
間
電
気
工
学
分
野
の
調
査
の
た
め

ド
イ
ツ
に
留
学
さ
れ
、
帰
国
後
電
気
教

室
の
第
1
講
座
（
配
電
工
学
）
の
教
授

を
担
当
さ
れ
た
。
そ
の
年
28
歳
で
あ
っ

た
。そ

の
頃
の
京
都
で
は
明
治
12
年
に
エ

ジ
ソ
ン
が
石
清
水
八
幡
宮
の
竹
を
炭
化

し
て
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
に
し
て
１
０
０
０

時
間
の
耐
久
性
を
持
つ
電
球
を
作
っ
た

こ
と
で
有
名
に
な
り
、
明
治
23
年
に
は

田
辺
朔
郎
氏
が
琵
琶
湖
疏
水
を
完
成

し
、
ま
た
そ
の
翌
年
日
本
初
の
水
力
発

電
が
稼
働
、
そ
の
結
果
京
都
に
市
電
が

開
通
し
、
ガ
ス
灯
か
ら
電
燈
に
な
り
、

各
家
庭
に
電
燈
が
と
も
る
時
代
に
な
っ

た
。一

方
青
柳
栄
治
先
生
は
大
正
5
年
米

国
に
渡
り
、
矍
鑠
と
し
た
発
明
王
エ
ジ

ソ
ン
に
会
わ
れ
、
発
明
家
と
し
て
社
会

貢
献
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
実
感
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
タ
ン
グ
ス

テ
ン
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
製
造
法
の
改

良
、白
熱
電
灯
や
、白
熱
孤
光
灯
（
ア
ー

ク
燈
）
な
ど
の
開
発
な
ど
を
目
的
と
し

た
〝
青
柳
研
究
所
〞
を
大
正
6
年
に
設

立
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
所
は
昭
和
14
年

ま
で
に
続
い
た
が
、
こ
の
間
特
許
・
実

用
新
案
40
件
な
ど
を
達
成
さ
れ
た
。
特

に
松
田
長
三
郎
先
生
が
大
正
6
年
に
卒

業
さ
れ
る
と
、
青
柳
理
事
長
の
指
導
で

太
陽
光
か
ら
の
紫
外
線
波
長
域
の
発
光

が
で
き
る
白
熱
孤
光
灯
を
発
明
さ
れ
、

昭
和
7
年
に
恩
賜
発
明
奨
励
金
を
授
与

さ
れ
て
い
る
。
研
究
所
の
運
営
は
、
製

造
さ
れ
た
白
熱
電
球
な
ど
を
販
売
す
る

こ
と
な
ど
で
得
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
の

頃
東
芝
が
G
E
か
ら
タ
ン
グ
ス
テ
ン
電

球
の
製
造
特
許
を
取
得
し
た
た
め
、
大

量
生
産
が
始
ま
り
、
経
営
が
難
し
く

な
っ
た
こ
と
と
、
青
柳
理
事
長
が
病
に

倒
れ
ら
れ
た
た
め
、
電
気
工
学
科
の
鳥

養
利
三
郎
教
授
に
後
を
託
さ
れ
た
。

昭
和
14
年
に
鳥
養
教
授
が
日
本
高
周

波
重
工
業
城
津
工
場
（
北
朝
鮮
）
を
見

学
さ
れ
た
折
、
こ
の
工
場
が
拠
り
所
に

し
て
い
た
高
周
波
電
撃
精
錬
法
に
つ
い

て
、
学
術
的
検
証
を
委
託
さ
れ
た
。
早

速
青
柳
理
事
長
に
報
告
さ
れ
た
と
こ
ろ

大
変
喜
ば
れ
、
理
事
長
を
鳥
養
利
三
郎

教
授
に
譲
ら
れ
た
。
当
時
の
国
家
的
要

望
に
沿
っ
て
金
属
材
料
、
各
種
化
学
製

品
等
の
確
保
の
た
め
電
気
、
機
械
、
冶

金
、
金
属
、
化
学
、
物
理
の
広
い
分
野

の
京
大
の
知
恵
を
結
集
さ
れ
、
研
究
所

名
も
青
柳
研
究
所
か
ら
応
用
科
学
研
究

所
に
改
称
さ
れ
た
。

前
記
の
高
周
波
電
撃
精
錬
法
は
鉄
粉

な
ど
の
酸
化
物
と
還
元
作
用
を
持
つ
炭

素
の
混
合
物
に
数
万
ボ
ル
ト
、
数
百

k
H
z
の
高
周
波
電
流
を
流
し
て
加
熱

す
る
と
、
酸
化
鉄
が
還
元
さ
れ
て
鉄
が

生
成
さ
れ
る
と
い
う
菊
池
秀
之
氏
の
発

明
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
発
明

に
対
し
て
有
賀
光
豊
氏
（
当
時
朝
鮮
殖

産
銀
行
頭
取
）、
砂
田
重
政
氏
（
当
時

衆
議
院
議
員
）、
並
び
に
高
橋
省
三
氏

（
当
時
利
原
鉱
山
社
長
）
の
協
力
と
熱

意
で
設
立
さ
れ
た
の
が
、
日
本
高
周
波

重
工
業
で
あ
っ
た
。

鳥
養
利
三
郎
新
理
事
長
は
、
応
用
科

学
研
究
所
に
替
わ
っ
て
か
ら
早
速
高
周

波
電
撃
精
錬
法
の
確
認
の
研
究
を
始
め

ら
れ
た
。
そ
の
検
討
の
結
果
で
は
精
錬

の
目
的
に
は
数
百
ｋ
Ｈ
ｚ
の
高
周
波
で

な
く
、
商
用
周
波
数
で
十
分
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
な
お
電
撃
高
周
波
発

生
装
置
（
後
に
は
火
花
放
電
式
高
周
波

発
生
装
置
と
よ
ば
れ
て
い
る
）
と
は
、

商
用
周
波
数
の
高
電
圧
を
火
花
間

で

放
電
さ
せ
、
L
C
回
路
で
共
振
す
る
高

周
波
成
分
を
取
り
出
す
方
式
が
火
花
放

電
式
高
周
波
発
生
装
置
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
精
錬
の
た
め
に

準
備
さ
れ
て
い
た
多
数
の
高
周
波
発
生

装
置
が
不
要
に
な
り
、
応
用
科
学
研
究

所
で
は
そ
の
利
用
の
た
め
の
研
究
に

移
っ
た
。

幸
い
昭
和
15
年
にJ.A

ppl. Phys.

に

ソ
連
のG.Babat and M

. Losinsky

に
よ
り
「
高
周
波
誘
導
加
熱
に
よ
る
部

分
焼
入
れ
に
関
す
る
研
究
」
の
論
文
が

発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
研
究
所
員
が

見
つ
け
所
内
で
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
後

研
究
所
で
は
、
鋼
鉄
の
丸
棒
の
周
囲
に

巻
い
た
コ
イ
ル
に
50
ｋ
Ｈ
ｚ
の
高
周
波

電
流
を
流
す
と
丸
棒
全
体
が
赤
熱
す
る

が
、
２
５
０
ｋ
Ｈ
ｚ
の
高
周
波
で
は
表

面
だ
け
が
赤
熱
す
る
と
い
う
事
実
を
確
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先
生
、
西
川

一
先
生
（
吉
田
洪
二
先

生
も
京
都
大
学
電
気
工
学
科
昭
和
6
年

卒
で
、
応
研
理
事
長
の
後
大
阪
府
立
大

学
名
誉
教
授
）
の
方
々
で
い
ず
れ
も
京

都
大
学
電
気
工
学
科
の
卒
業
生
で
あ

る
。
現
在
は
収
益
事
業
が
機
械
部
品
の

表
面
処
理
的
な
分
野
で
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
今
後
は
機
械
系
、
金
属
系
に
関
す

る
研
究
が
伸
び
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か

と
は
思
っ
て
い
る
。
電
気
系
の
卒
業
生

と
の
縁
が
段
々
薄
く
な
っ
て
は
来
て
は

い
る
が
、
当
初
50
年
の
電
気
系
の
先
生

方
の
ご
活
躍
を
特
に
詳
細
に
記
し
て
、

応
用
科
学
研
究
所
の
１
０
０
年
間
の
概

要
を
ご
紹
介
し
た
。

な
お
こ
の
内
容
の
詳
細
「
公
益
財
団

法
人
応
用
科
学
研
究
所
１
０
０
年
」
の

冊
子
を
筆
者
が
代
表
理
事
の
一
人
と
し

て
執
筆
し
た
。当
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https//w

w
w
.rias.or.jp

）
か
ら

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
で
見
て
頂
け
る
。

ま
た
電
気
系
の
卒
業
生
の
方
々
か
ら

の
研
究
所
の
今
後
に
役
立
つ
お
知
恵
を

頂
き
た
く
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

以
上
続
け
て
お
ら
れ
、
も
う
一
方
は
超

強
力
磁
石
の
分
野
で
大
変
優
れ
た
業
績

を
持
っ
た
方
が
、
企
業
を
ご
退
職
後
当

研
究
所
で
研
究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
。

平
成
23
年
度
か
ら
こ
の
研
究
所
も
公

益
財
団
法
人
と
な
り
、
ま
た
理
事
に
は

機
械
、
金
属
の
出
身
者
が
加
わ
り
、
電

気
系
は
西
川

一
理
事
長
と
筆
者
だ
け

と
な
っ
た
。
平
成
25
年
に
は
構
内
に

D
M
G
森
精
機
株
式
会
社
か
ら
機
械
基

盤
研
究
の
た
め
の
研
究
棟
の
ご
寄
附
を

頂
き
、
故
障
の
少
な
い
新
し
い
歯
車
機

構
の
研
究
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
っ

た
方
面
へ
も
発
展
し
よ
う
と
し
て
い

る
。今

顧
み
る
と
こ
の
小
さ
な
規
模
で
独

立
採
算
の
研
究
所
が
１
０
０
年
も
継
続

で
き
た
の
は
奇
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
。

偶
然
（
運
）
と
知
恵
の
賜
物
で
あ
る
。

高
周
波
の
電
磁
波
に
よ
る
鉄
の
精
錬
法

と
の
遭
遇
と
、
そ
の
技
術
を
鋼
鉄
の
焼

き
入
れ
技
術
に
発
展
さ
れ
た
知
恵
に
よ

り
、
長
期
間
の
経
営
が
維
持
さ
れ
た
。

是
に
は
電
気
工
学
に
加
え
て
、
京
都
大

学
の
金
属
・
冶
金
、
化
学
、
機
械
な
ど

広
い
分
野
の
研
究
者
の
協
力
と
貢
献
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
も
少
人
数
な
が
ら
知

恵
で
こ
の
技
術
を
発
展
さ
れ
、
現
在
も

鉄
を
部
材
と
す
る
広
い
産
業
に
貢
献
し

て
研
究
所
が
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。こ

の
研
究
所
は
、
初
代
の
青
柳
栄
治

先
生
以
来
、
鳥
養
利
三
郎
先
生
、
林
重

憲
先
生
、
吉
田
洪
二
先
生
、
近
藤
文
治

認
し
た
。
こ
れ
は
電
磁
気
学
で
良
く
知

ら
れ
た
高
周
波
磁
界
に
よ
る
渦
電
流
と

そ
の
電
流
の
ス
キ
ン
効
果
（
周
波
数
依

存
性
）
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
鳥
養
理
事
長
は
火
花

放
電
式
高
周
波
発
生
装
置
の
鋼
材
機
器

の
表
面
焼
き
入
れ
へ
の
活
用
を
提
案
さ

れ
た
。
こ
れ
は
昭
和
17
年
の
こ
と
で
あ

り
、
早
速
研
究
所
で
は
発
振
周
波
数
を

高
く
す
る
改
造
、
放
電
ギ
ャ
ッ
プ
を
水

銀
を
封
入
し
た
放
電
管
に
替
え
て
放
電

時
の
騒
音
を
な
く
す
こ
と
、
発
振
器
の

電
力
を
上
げ
る
等
の
改
良
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
ま
で
鋼
材
の
表
面
の
硬
度
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
浸
炭
焼
き
入
れ
法

が
あ
り
、
鉄
材
全
体
を
加
熱
し
て
表
面

か
ら
炭
素
を
浸
み
込
ま
せ
て
急
冷
し
て

マ
ル
テ
ン
サ
イ
ト
と
い
う
結
晶
質
に
替

え
る
と
い
う
方
法
が
使
わ
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
比
べ
て
高
周
波
に
よ
る
焼
入
れ

は
数
秒
で
加
熱
し
、
急
冷
す
れ
ば
表
面

が
焼
入
れ
（
硬
化
）
で
き
る
の
で
、
格

段
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。

そ
の
頃
は
日
米
戦
争
の
真
最
中
で
あ

り
、
昭
和
18
年
10
月
高
周
波
焼
入
れ
の

研
究
は
内
閣
総
動
員
法
に
よ
る
研
究
命

令
を
受
け
、
昭
和
19
年
に
は
航
空
機
エ

ン
ジ
ン
や
機
械
メ
ー
カ
多
数
が
参
加
し

た
講
習
会
が
当
研
究
所
で
開
催
さ
れ

た
。
研
究
所
と
し
て
も
特
許
8
件
、
ま

た
講
習
所
昭
和
11
年
卒
業
の
岩
本
国
三

博
士
に
よ
る
焼
き
入
れ
時
の
過
渡
現
象

の
研
究
論
文
5
件
が
報
告
さ
れ
た
。

終
戦
後
昭
和
21
年
3
月
に
は
研
究
所

は
連
合
軍
に
よ
り
接
収
さ
れ
た
が
、
鳥

養
理
事
長
が
米
軍
京
都
司
令
官
の
理
解

を
求
め
ら
れ
3
か
月
で
解
除
さ
れ
た
。

こ
れ
を
機
に
こ
れ
ら
の
研
究
の
依
頼

者
で
あ
っ
た
日
本
高
周
波
重
工
業
社
長

の
有
賀
光
豊
氏
は
、
鳥
養
理
事
長
等
の

指
導
と
当
研
究
所
の
協
力
に
よ
り
、
こ

の
高
周
波
焼
入
れ
技
術
が
産
業
界
で
活

用
で
き
る
見
通
し
が
つ
い
た
と
判
断
さ

れ
、
高
周
波
焼
き
入
れ
装
置
と
技
術
を

市
場
に
出
す
こ
と
を
決
意
さ
れ
た
。
昭

和
21
年
5
月
有
賀
氏
の
子
息
有
賀
隆
雄

氏
が
社
長
と
な
り
高
周
波
熱
錬
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
た
。
昭
和
22
年
2
月
当

研
究
所
の
土
方
利
夫
氏
が
同
会
社
に
入

社
し
、
3
月
に
は
当
研
究
所
内
に
同
会

社
の
京
都
工
場
が
作
ら
れ
た
。
な
お
こ

の
京
都
工
場
は
、
翌
年
大
阪
工
場
完
成

後
、
応
研
に
移
管
さ
れ
た
。

応
用
科
学
研
究
所
は
昭
和
14
年
の
改

称
以
来
、
鳥
養
理
事
長
と
日
本
高
周
波

重
工
業
の
産
学
連
携
の
成
果
と
し
て
、

鋼
材
部
品
の
高
周
波
焼
き
入
れ
技
術
を

確
立
し
、
日
本
で
の
最
初
の
焼
入
れ
技

術
、
焼
き
入
れ
装
置
の
会
社
「
高
周
波

熱
錬
株
式
会
社
」
が
誕
生
し
、
ま
た
研

究
所
と
し
て
も
そ
の
技
術
を
生
か
し

て
、
国
内
の
機
械
部
品
の
高
周
波
焼
入

れ
を
受
託
加
工
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
研

究
所
を
運
営
す
る
た
め
の
収
益
を
70
年

間
得
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
そ

の
後
昭
和
50
年
頃
よ
り
、
機
械
部
品
の

表
面
熱
処
理
技
術
と
し
て
プ
ラ
ズ
マ
窒

化
技
術
も
確
立
し
、
す
で
に
50
年
間
研

究
所
の
収
益
事
業
と
し
て
貢
献
し
て
き

て
い
る
。

以
上
は
、
研
究
と
同
時
に
研
究
所
を

支
え
る
た
め
の
収
益
事
業
を
主
に
記
載

し
た
が
、
研
究
所
と
し
て
は
戦
後
に
は
、

金
属
材
料
の
表
面
熱
処
理
の
研
究
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
電
気
電
子
分
野
で

は
、
セ
レ
ン
整
流
器
の
研
究
か
ら
発
展

し
て
、
シ
リ
コ
ン
半
導
体
、
チ
タ
ン
整

流
器
、
大
容
量
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
の
研
究
な
ど
も
行
わ
れ

た
。
ま
た
化
学
の
分
野
で
は
弗
化
グ
ラ

フ
ァ
イ
ト
の
発
見
、
及
び
リ
チ
ウ
ム
電

池
の
研
究
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

当
研
究
所
は
戦
後
は
所
員
数
も
30
〜

20
名
と
い
う
小
所
帯
で
、
焼
入
れ
、
プ

ラ
ズ
マ
窒
化
の
収
益
事
業
だ
け
で
は
多

数
の
研
究
者
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
こ
れ
ま
で
は
京
都
大
学
の
研
究
者

が
当
研
究
所
の
所
員
と
兼
ね
て
活
躍
し

て
頂
い
て
い
た
期
間
も
長
か
っ
た
。
現

在
で
は
大
学
を
定
年
退
職
後
も
科
学
研

究
費
等
の
補
助
金
や
企
業
な
ど
か
ら
の

受
託
研
究
も
受
け
ら
れ
る
の
で
、
研
究

所
の
「
特
別
研
究
員
」
と
し
て
研
究
所

内
に
研
究
室
を
持
っ
て
研
究
さ
れ
て
い

る
方
々
や
、
当
研
究
所
が
企
業
か
ら
受

託
研
究
を
受
け
、
大
学
の
研
究
者
が
そ

の
研
究
費
に
よ
っ
て
当
研
究
所
の
「
共

同
研
究
員
」
と
し
て
活
躍
し
て
頂
く
制

度
も
利
用
し
て
頂
い
て
い
る
。
特
別
研

究
員
は
現
在
2
名
お
ら
れ
る
が
、
1
名

は
京
都
大
学
名
誉
教
授
で
、
超
電
導
線

材
の
研
究
で
は
世
界
的
な
研
究
を
10
年




